
工　事　概　要

設計コンセプト

格調高いデザインで差別化

設計・監理／日建設計
施　　　工／鹿島

施工のポイント

きめ細かい工程計画で課題を解決
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住友不動産　神田和泉町ビル　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１０月２６日　（火曜日）

エントランスホール（撮影／エスエス） 約坪の無柱オフィスフロア

■工　事　名　称：住友不動産神田和泉町ビル新築工事
■所　在　地：東京都千代田区神田和泉町１番地９２
■事　業　主：住友不動産株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ一部ＲＣ造、免震構造
■階　　　数：地下１階、地上８階
■設計・監理：株式会社日建設計
■施　　　工：鹿島建設株式会社東京建築支店
■工　　　期：年７月日～年９月日

　本計画は秋葉原駅から徒歩５分の至近の距離に位置する
オフィスビルです。地区計画による形態制限の中、各階専
有坪で８階建てという最大限に空間を確保する計画と
して設計を進めました。
　周囲には小規模ビルやマンションが並ぶ中、住友不動産
のオフィスビルに相応しい格調高い構えをつくるべく、エ
ントランス前に二層分のピロティを設けて周囲の建物との
差別化を図りました。花こう岩本磨きのピロティ柱により
低層階で重厚感を表現し、その縦基調のデザイン要素を上
部の外装にも採用しました。

　エントランスホールは部分的な鏡面を効果的に演出に用
いるデザインとしました。壁面の黒大理石間に細い鏡面ス
リットを設けて光を映しこんだり、天井まわりでは下がり
壁部を鏡面にして天井を伸びやかに表現しました。
　ＢＣＰにも十分に配慮して計画を行いました。地震時の
安全性を確保するため免震構造としていますが、地区計画
により地上部での限られた空間は貸室を最大化するため中
間免震ではなく地下１階柱頭免震を採用しました。また屋
上設備も地区計画により制限があるため、電気室の一部を
地下に配置し、免震構造部から部分的にＲＣ躯体で吊り下
げました。これにより洪水による万一の地下階浸水時にも、
地下の電気室を水から守る計画としました。
　株式会社日建設計

　設計部門　ダイレクター　アーキテクト　高野明
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重厚感のあるエントランス

南面・東面外観

　現場運営にあたり、「検討－計画－決断－実行」を基
本方針に掲げ、「一人一人が熱意を持って安全・安心な
施工に注力し、全工期無災害で高品質な建物を提供する」
という目標を全員で共有しました。
　建物は免震構造を採用した免震装置に鉄骨斜柱がじか
に取り付く仕様で、隣地との離隔のない境界が近接して
いる敷地一杯に配置するため、鉄骨建て方は鉄骨の精度、
プロセス管理に留意しながらブロックごとに建て逃げで
行いました。
　建設地は、既存建物やスクールゾーンになっている道
路に囲まれた敷地です。狭小で荷取りヤードを確保する
のも難しく、計画的でタイムリーな搬出入・揚重を徹底
するとともに、騒音・振動・臭気の少ない工法の採用、
細心の注意を払った安全誘導により、近隣配慮、第三者
災害の防止に努めました。

　外周部の作業時は資材の飛散・落下、臭気対策などに
配慮し外装の工場塗装化や既存ビルに接した南側非常階
段のはねだしスラブのフルＰＣ化など、極力現場作業を
減らしたユニット化を取り入れました。
　建物は８月末に完成し、検査期間を経て９月日にお
引き渡しさせていただきました。基礎工事中には、敷地
から地中障害物が発見され工事の遅れが懸念されました
が、地中障害物撤去工事と並行して山留め工事を進める
など、住友不動産様とともに大変苦労したことを思い出
します。障害物撤去を含め、着工から．カ月にわたり
常に緊張感を持って作業を進めてまいりました。
　検査では出来栄えを高く評価していただきました。住
友不動産様のビルにふさわしいハイクオリティーな建物
を無事故無災害でお引き渡しできたのは、協力会社、作
業員の皆さまとともに全員で高い意識を持って取り組ん
だ成果だと自負しております。懇切、親身にご指導して
いただきました住友不動産様と日建設計様、本工事に携
わられた関係者の皆さまに厚く御礼申し上げます。
　今後、このビルが神田和泉町のビジネスの拠点となり、
地域の発展に寄与されることを期待しております。

鹿島建設株式会社東京建築支店　所長　安西　雄

正面外観（北面）

駐車場入り口（撮影／エスエス） オフィス階エレベーターホール

屋上緑化 フルＰＣはねだしスラブを用いた非常階段


